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旧石器
時代縄文時代弥生時代古墳時代飛鳥時代奈良時代平安時代鎌倉時代室町時代安土桃山時代明治時代大正時代昭和時代平成令和 江戸時代 南北朝時代戦国時代

現代 近代 近世 滋
賀
の
あ
ゆ
み
が
分
か
る
歴
史
年
表

日
本
の
あ
ゆ
み

主
な
で
き
ご
と

文
化

滋
賀
県
の
あ
ゆ
み

主
な
で
き
ご
と

関
連
す
る
文
化
財

時代区分

ナ
イ
フ
形
石
器
・
石
槍
な
ど
の
使
用

関
津
遺
跡
（
大
津
市
）・
蛍
谷
遺
跡
（
大
津
市
）
な
ど

＊
一
万
年
前
日
本
列
島
が
で
き
る

＊
前
１
１
０
０
０～
竪
穴
建
物
で
の
生
活

土
器
の
使
用

相
谷
熊
原
遺
跡
【
県
指
定
史
跡
】（
東
近
江
市
）

＊
前
６
０
０
０～
淡
水
の
貝
塚
が
で
き
る

葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
（
長
浜
市
）

　
縄
文
～
平
安
時
代
の
土
器
が
湖
底
に
沈
む

石
山
貝
塚
（
大
津
市
）

粟
津
湖
底
遺
跡
（
大
津
市
）

　
縄
文
時
代
の
生
活
が
分
か
る
!!

　
狩
り
や
採
集
の
生
活

＊
前
４
５
０
０～
琵
琶
湖
で
丸
木
舟
を
使
用

入
江
内
湖
遺
跡
（
米
原
市
）
な
ど

　
稲
作
が
伝
わ
る

＊
前
３
０
０
稲
作
集
落

大
中
の
湖
南
遺
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
近
江
八
幡
市
）
大
規
模
な
稲
作
集
落

烏
丸
崎
遺
跡
（
草
津
市
）・
服
部
遺
跡
（
守
山
市
）
な
ど

　
各
地
に
ク
ニ
（
小
国
）
が
で
き
る

＊
前
２
０
０
～

前
１
０
０
環
濠
（
か
ん
ご
う
）
集
落

下
之
郷
遺
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
守
山
市
）
弥
生
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
言
わ
れ
る

５
７
倭
の
奴
国
王
が
漢
に
使
い
を
送
る

銅
鐸
（
ど
う
た
く
）

大
岩
山
遺
跡
（
野
洲
市
）
24
個
の
銅
鐸
が
出
土

＊
１
０
０
～

２
０
０
ム
ラ
の
中
心
的
な
大
型
建
物
が
つ
く
ら
れ
る

伊
勢
遺
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
守
山
市
）

　
邪
馬
台
国
近
江
説
の
根
拠
と
も
さ
れ
る

　
古
代
祭
祀
跡

２
３
９
卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送
る

　
古
墳
が
つ
く
ら
れ
始
め
る

　
ヤ
マ
ト
王
権
の
統
一
が
進
む

＊
３
５
０
前
方
後
円
墳
が
つ
く
ら
れ
始
め
る

雪
野
山
古
墳
【
国
指
定
史
跡
】

（
近
江
八
幡
市
・
東
近
江
市
・
竜
王
町
）

　
未
盗
掘
で
発
掘
さ
れ
た
古
墳

瓢
箪
山
古
墳
【
国
指
定
史
跡
】（
近
江
八
幡
市
）

　
滋
賀
県
最
大
・
全
長
約
１
３
４
ｍ
の
前
方
後

　
円
墳

４
７
８
倭
王
武
が
中
国
（
南
朝
）
に
使
い
を
送
る

大
陸
や
天
皇
と
の
関
わ
り
の
あ
る
豪
族

鴨
稲
荷
山
古
墳
【
県
指
定
史
跡
】（
高
島
市
）

　
金
銅
冠
や
金
製
耳
飾
な
ど
豪
華
な
出
土
品

５
３
８

ま
た
は
５
５
２
仏
教
伝
来

（
百
済
か
ら
仏
像
・
経
典
が
伝
わ
る
）

群
集
墳
・
渡
来
人
の
風
習
が
見
ら
れ
る
副
葬
品

大
津
北
郊
古
墳
群
（
大
津
市
）

　
１
，
０
０
０
基
以
上
の
古
墳
が
あ
る
滋
賀
県
最
大
の
古
墳
密
集
地
域

５
８
４
甲
賀
郡
の
豪
族
・
鹿
深
臣
が
百
済
か
ら
仏
像
を
持
ち
帰
る

５
９
３
聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る

６
０
７
小
野
妹
子
を
隋
に
送
る
（
遣
隋
使
）

唐
臼
山
古
墳
（
大
津
市
）
小
野
妹
子
の
墓
と
伝
わ
る

６
３
０
遣
唐
使
の
始
ま
り

第
１
回
遣
唐
使
の
犬
上
御
田
鍬
は
滋
賀
（
犬
上
郡
）
出
身

６
４
５
大
化
の
改
新

＊
６
５
０
～

７
０
０
県
内
現
存
最
古
の
仏
像

石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
仏
【
重
要
文
化
財
】（
大
津
市
）

６
６
３
白
村
江
の
戦
い

こ
の
戦
い
に
敗
れ
た
１
，０
０
０
人
余
り
の
百
済
人
が
滋
賀
に

移
り
住
む

こ
の
頃
か
ら
滋
賀
で
鉄
が
生
産
さ
れ
る

瀬
田
丘
陵
生
産
遺
跡
群
【
国
指
定
史
跡
】

（
大
津
市
・
草
津
市
）

６
６
７
中
大
兄
皇
子
（
の
ち
の
天
智
天
皇
）
が
近
江
大
津
宮
へ
宮
を
移
す

６
６
８
天
智
天
皇
、
大
海
人
皇
子
、
額
田
王
が
蒲
生
野

（
近
江
八
幡
市
・
東
近
江
市
）
で
遊
猟
す
る

６
７
２
壬
申
の
乱

瀬
田
唐
橋
（
大
津
市
）
が
最
終
決
戦
地

７
０
１
大
宝
律
令

７
１
０
平
城
京
に
都
を
移
す

７
４
２
紫
香
楽
宮
の
造
営
開
始

紫
香
楽
宮
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
甲
賀
市
）

７
４
３
墾
田
永
年
私
財
法

７
４
３
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
宮
で
「
大
仏
造
顕
の
詔
」
を
発
し
、
造
立

を
開
始
す
る

　
荘
園
の
始
ま
り

７
４
５
紫
香
楽
宮
に
遷
都
（
都
だ
っ
た
の
は
約
半
年
の
み
）

こ
の
頃
、
近
江
国
庁
が
つ
く
ら
れ
る

近
江
国
府
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

７
５
２
東
大
寺
大
仏
完
成

７
８
８
最
澄
が
比
叡
山
に
一
堂
を
建
立
（
延
暦
寺
の
前
身
）

延
暦
寺
境
内
【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

７
９
４
平
安
京
に
都
を
移
す

８
１
５
嵯
峨
天
皇
の
唐
崎
（
大
津
市
）
行
幸
の
際
、
茶
の
も
て
な
し
を

受
け
る
（
日
本
で
最
初
の
喫
茶
の
記
録
）

　
藤
原
氏
に
よ
る
摂
関
政
治
の
始
ま
り

　�

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
多
く
の
仏
像
が

　
つ
く
ら
れ
、
今
も
地
域
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る

渡
岸
寺
木
造
十
一
面
観
音
立
像
【
国
宝
】

（
長
浜
市
）

８
９
４
遣
唐
使
の
停
止

撰
者
の
一
人
で
あ
る
紀
貫
之
の
墓
は
比
叡
山
中
腹
（
大
津
市
）

に
あ
る

９
９
３
天
台
宗
が
山
門
（
延
暦
寺
）
と
寺
門
（
園
城
寺
（
三
井
寺
））

に
分
か
れ
る

　
武
士
の
登
場

１
０
１
６
藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る
（
藤
原
氏
全
盛
）

紫
式
部
は
石
山
寺
で
源
氏
物
語
を
起
筆
し
た
と
言
わ
れ
る

石
山
寺
本
堂
【
国
宝
】（
大
津
市
）

　
１
０
９
６
年
に
建
立
さ
れ
た
、
県
内
で
最
も

　
古
い
建
造
物

　
荘
園
が
増
え
る

１
０
８
６
白
河
上
皇
が
院
政
を
始
め
る

　�

山
門
の
僧
兵
は
神
輿
を
担
い
で
都
に
乱
入
す
る
強
訴
（
ご
う

そ
）
を
く
り
返
し
た

日
吉
神
社
境
内
【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

１
１
５
６

１
１
５
９
保
元
の
乱

平
治
の
乱

１
１
６
７
平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る

１
１
７
４
牛
若
丸
が
鏡
（
竜
王
町
）
で
元
服
し
、
源
義
経
に
な
っ
た
と
伝

わ
る

１
１
８
０

～
８
５
源
平
の
争
乱

１
１
８
４
木
曽
義
仲
が
粟
津
（
大
津
市
）
で
戦
死

義
仲
寺
境
内
【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

　
義
仲
の
菩
提
を
弔
う
寺
。
松
尾
芭
蕉
の
墓

　
も
あ
る

１
１
８
５
平
家
終
焉
の
地
（
平
宗
盛
が
斬
首
さ
れ
た
場
所
）
は
野
洲
市
大
篠
原

１
１
８
５
源
頼
朝
が
守
護
・
地
頭
を
お
く

＊
１
１
８
７
佐
々
木
定
綱
が
近
江
守
護
と
な
る

沙
沙
貴
神
社
本
殿
【
県
指
定
有
形
文
化
財
】（
近
江
八
幡
市
）

　
佐
々
木
源
氏
、
全
国
の
佐
々
木
姓
の
発
祥
の
地

１
１
９
２
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

　
新
し
い
仏
教
を
開
い
た
僧
の
多
く
は
延
暦
寺
で
修
業
し
た

１
１
９
４
源
頼
朝
の
寄
進
に
よ
り
石
山
寺
に
多
宝
塔
が
建
て
ら
れ
る

（
建
立
年
代
が
分
か
っ
て
い
る
多
宝
塔
で
は
日
本
最
古
）

石
山
寺
多
宝
塔
【
国
宝
】（
大
津
市
）

　
執
権
政
治

１
２
２
１
承
久
の
乱

瀬
田
唐
橋
（
大
津
市
）
が
合
戦
地
の
一
つ

京
都
に
六
波
羅
探
題
設
置

１
２
３
２
御
成
敗
式
目

１
２
４
２
佐
々
木
信
綱
が
近
江
国
の
領
地
を
４
人
の
息
子
に
分
割

（
の
ち
に
六
角
氏
・
京
極
氏
・
高
島
氏
・
大
原
氏
が
分
立
）

１
２
７
４

１
２
８
１
文
永
の
役

弘
安
の
役

こ
の
頃
、
信
楽
焼
が
始
ま
る

信
楽
焼
窯
跡
群
【
県
指
定
史
跡
】（
甲
賀
市
）

１
２
９
６
菅
浦
と
大
浦
の
領
地
争
い
（
長
浜
市
）

菅
浦
文
書
【
国
宝
】（
長
浜
市
）
鎌
倉
時
代
か
ら
の
村
落
の
出
来
事
や
掟
を
記
し
た
文
書

地
域
の
自
治
・
自
立
の
表
れ
と
し
て
、
惣
村
（
そ
う
そ
ん
）
内

に
神
社
が
築
か
れ
る

苗
村
神
社
西
本
殿
【
国
宝
】（
竜
王
町
）（
１
３
０
８
年
建
立
）

１
３
３
３
鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
び
る

１
３
３
３
最
後
の
六
波
羅
探
題
・
北
条
仲
時
が
番
場（
米
原
市
）で
自
害

紙
本
墨
書
陸
波
羅
南
北
過
去
帳
（
重
要
文
化
財
）

（
米
原
市
）

１
３
３
４
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政

　�

鎌
倉
～
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
県
内
で
多
く
の
社
寺
が

建
て
ら
れ
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
と
し
て
今
も
残
る

１
３
３
６
南
北
朝
の
内
乱

１
３
３
８
足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

　
村
の
自
治
が
進
む
・
倭
寇
の
活
発
化

バ
サ
ラ
大
名
・
京
極
道
誉
が
活
躍

清
滝
寺
京
極
家
墓
所
【
国
指
定
史
跡
】

（
米
原
市
）

１
３
７
８
足
利
義
満
が
幕
府
を
室
町
に
移
す

１
３
９
２
足
利
義
満
が
南
北
朝
を
統
一
す
る

１
４
０
４
勘
合
貿
易
（
日
明
貿
易
）
が
始
ま
る

蓮
如
の
布
教
（
浄
土
真
宗
の
広
が
り
）

　
都
市
の
発
達

１
４
６
７

～
７
７
応
仁
の
乱

　�

下
剋
上
、
国
一
揆
・
一
向
一
揆
が
さ
か

ん
に
な
る

１
４
８
７

～
８
８
９
代
将
軍
足
利
義
尚
が
六
角
氏
を
討
つ
た
め
に
鈎
（
栗
東
市
）

に
陣
を
お
く
（
陣
中
で
死
亡
）

１
５
２
８

～
３
１
12
代
将
軍
足
利
義
晴
が
京
の
兵
乱
を
避
け
、
朽
木
（
高
島
市
）

に
滞
在

甲
賀
地
域
で
、
合
議
制
に
よ
る
自
治

甲
賀
郡
中
惣
遺
跡
群
【
国
指
定
史
跡
】（
甲
賀
市
）

１
５
４
３
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
を
伝
え
る

＊
１
５
６
０
こ
の
頃
、
国
友
（
長
浜
市
）
で
鉄
砲
の
生
産
が
始
ま
る

１
５
４
９
ザ
ビ
エ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
る

日
本
最
初
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
神
学
校
）
は
安
土
城
下
（
近
江
八

幡
市
）
に
つ
く
ら
れ
た
（
１
５
８
１
年
）

１
５
７
１
織
田
信
長
に
よ
る
延
暦
寺
焼
き
討
ち
。
明
智
光
秀
が
坂
本
城
を

築
く
（
大
津
市
）

１
５
７
３
織
田
信
長
が
室
町
幕
府
を
ほ
ろ
ぼ
す

１
５
７
３
小
谷
城
の
戦
い
（
織
田
信
長
に
よ
り
浅
井
氏
滅
亡
）

小
谷
城
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
長
浜
市
）

　
浅
井
三
代
の
居
城
で
あ
る
巨
大
山
城

　
浅
井
三
姉
妹
も
こ
こ
で
生
ま
れ
た

１
５
８
２
天
正
遣
欧
少
年
使
節
出
発
・
本
能
寺
の
変

１
５
７
６
安
土
城
築
城
開
始
・
安
土
城
が
信
長
の
天
下
布
武
の
拠
点
に

　
太
閤
検
地
・
刀
狩

１
５
８
３
賤
ヶ
岳
の
戦
い
（
長
浜
市
）
に
勝
利
し
、
秀
吉
が
信
長
の
後
継

と
な
る

１
５
９
０
豊
臣
秀
吉
が
全
国
を
統
一
す
る

１
６
０
０
関
ヶ
原
の
戦
い

長
浜
市
出
身
の
石
田
三
成
（
佐
和
山
城
主
）
が
西
軍
を
率
い
て

戦
う

１
６
０
１
徳
川
家
康
が
京
都
へ
行
く
と
き
の
宿
泊
施
設
（
御
茶
屋
御
殿
）

と
し
て
永
原
御
殿
を
設
け
る

永
原
御
殿
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
野
洲
市
）

　
滋
賀
県
内
に
は
将
軍
専
用
の
御
殿
が

　
計
４
か
所
つ
く
ら
れ
た

１
６
０
３
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

１
６
０
３
秀
吉
の
築
い
た
大
坂
城
の
建
物
が
竹
生
島
の
宝
厳
寺
に
移
築
さ

れ
る

竹
生
島
【
国
指
定
名
勝
史
跡
】（
長
浜
市
）

１
６
０
４
彦
根
城
築
城
開
始
（
天
下
普
請
）

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録

【
ユ
ネ
ス
コ
世
界
の
記
録
】（
長
浜
市
他
）、

雨
森
芳
洲
関
係
資
料
【
重
要
文
化
財
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
浜
市
）

１
６
０
７
第
一
回
朝
鮮
通
信
使

（
１
８
１
１
年
ま
で
に
計
12
回
来
日
）

朝
鮮
人
街
道
を
通
っ
て
江
戸
へ
と
向
か
っ
た
（
計
２
回
、
長
浜

市
出
身
の
雨
森
芳
洲
が
同
行
）

１
６
１
５
豊
臣
氏
が
ほ
ろ
び
る
　
武
家
諸
法
度

１
６
３
５
参
勤
交
代
の
制

草
津
宿
本
陣
【
国
指
定
史
跡
】（
草
津
市
）

　
本
陣
は
街
道
上
の
大
名
ら
の
宿
泊
・
休
憩

　
場
所
で
、
一
般
の
人
は
利
用
で
き
な
か
っ
た

＊
１
６
４
１
鎖
国

近
江
聖
人
・
中
江
藤
樹
の
活
躍
（
陽
明
学
）

藤
樹
書
院
跡
【
国
指
定
史
跡
】（
高
島
市
）

１
６
８
５
徳
川
綱
吉
の
生
類
憐
み
の
令

１
６
９
０
松
尾
芭
蕉
が
幻
住
庵
（
大
津
市
）
に
入
る

１
７
１
６～
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革

　�

街
道
の
賑
わ
い
と
と
も
に
、
各
地
の
街
道
沿
い
の
豊
か
な
町

衆
が
曳
山
（
ひ
き
や
ま
）
と
呼
ば
れ
る
山
車
（
だ
し
）
が
巡

行
す
る
華
や
か
な
祭
礼
を
行
う

　�

街
道
筋
を
中
心
に
産
品
の
発
達
（
近
江
上
布
・
青
花
紙
・
大

津
絵
・
和
中
散
・
伊
吹
も
ぐ
さ
な
ど
）

　
近
江
商
人
の
活
躍
（
八
幡
・
日
野
・
五
個
荘
・
高
島
）

１
７
４
２
公
事
方
御
定
書

　
百
姓
一
揆
が
増
え
る

１
７
８
７～
松
平
定
信
の
寛
政
の
改
革

１
８
２
５
異
国
船
打
払
令

東
海
道
五
十
三
次
の
浮
世
絵
で
有
名
な
歌
川
広
重
は
、
近
江
八

景
の
浮
世
絵
も
制
作
し
、
人
気
を
博
し
た

１
８
３
３

～
３
９
天
保
の
き
き
ん

１
８
４
２
甲
賀
・
野
洲
・
栗
太
郡
の
農
民
に
よ
る
天
保
一
揆

１
８
４
１～
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革

１
８
５
３
ペ
リ
ー
来
航

１
８
５
４
日
米
和
親
条
約

１
８
５
８
大
老
井
伊
直
弼
が
日
米
修
好
通
商
条
約
を

結
ぶ

彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
は
、
17
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
15
年
、
彦
根

城
下
の
屋
敷
で
下
積
み
時
代
を
過
ご
し
て
い
た

　
開
国

　
安
政
の
大
獄
　
尊
王
攘
夷
運
動

１
８
６
７
大
政
奉
還
・
王
政
復
古
の
大
号
令

１
８
６
８
五
箇
条
の
御
誓
文
　
戊
辰
戦
争

神
仏
分
離
令

１
８
６
９
版
籍
奉
還

１
８
７
１
廃
藩
置
県
　
古
器
旧
物
保
存
方

１
８
７
２
学
制
発
布

１
８
７
２
「
滋
賀
県
」
の
誕
生

１
８
７
７
西
南
戦
争

大
津
の
陸
軍
第
９
連
隊
も
出
兵

１
８
７
８
フ
ェ
ノ
ロ
サ
来
日

廃
仏
毀
釈
が
進
む
中
で
、日
本
美
術
を
守
っ
た
恩
人
で
あ
る
フ
ェ

ノ
ロ
サ
の
墓
は
園
城
寺
（
三
井
寺
）
境
内
（
大
津
市
）
に
あ
る

１
８
８
０
大
津

－
京
都
間
の
鉄
道
開
通

１
８
８
２
長
浜

－
敦
賀
間
の
鉄
道
開
通
（
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
区
間
除
く
）

長
浜

－

大
津
間
は
鉄
道
連
絡
船
が
就
航
し
、
京
都
ま
で
結
ぶ

１
８
８
８
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
設
置

１
８
８
９
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

１
８
９
０
琵
琶
湖
疏
水
が
完
成
（
第
一
疏
水
）

琵
琶
湖
疏
水
【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

１
８
９
１
大
津
事
件
（
ロ
シ
ア
皇
太
子
が
大
津
市
で

襲
わ
れ
る
）

大
津
事
件
関
連
資
料
【
県
指
定
有
形
文
化
財
】

（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
）

１
８
９
４

～
９
５
日
清
戦
争

　
日
本
の
産
業
革
命

１
８
９
７
古
社
寺
保
存
法
制
定

１
９
０
４

～
０
５
日
露
戦
争

１
９
０
５
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
来
日
（
滋
賀
県
を
中
心
に
活
躍
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

は
、
県
内
に
も
多
く
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
を
築
く
）

瀬
田
川
（
南
郷
）
洗
堰
が
で
き
る

１
９
１
９
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

１
９
２
１
本
県
に
お
け
る
史
跡
第
１
号
と
し
て

茶
臼
山
古
墳
・
小
茶
臼
山
古
墳
が
指
定
さ
れ
る

茶
臼
山
古
墳
・
小
茶
臼
山
古
墳

【
国
指
定
史
跡
】（
大
津
市
）

１
９
２
５
男
子
普
通
選
挙

１
９
２
９
国
宝
保
存
法
制
定

１
９
３
９
現
滋
賀
県
庁
舎
が
で
き
る

滋
賀
県
庁
本
館

【
国
登
録
有
形
文
化
財
】（
大
津
市
）

１
９
４
１
太
平
洋
戦
争
開
戦

１
９
４
２～
食
糧
増
産
の
た
め
の
内
湖
干
拓
（
内
湖
の
遺
跡
の
発
見
）

１
９
４
５
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
・
日
本
降
伏

１
９
４
９
法
隆
寺
金
堂
壁
画
焼
損�

１
９
５
０
文
化
財
保
護
法
制
定

１
９
６
１
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
開
館

１
９
５
１
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

（
日
本
の
独
立
回
復
）

１
９
８
０
滋
賀
県
理
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
館

２
０
０
４
文
化
的
景
観
の
保
護
制
度
創
設

２
０
０
６
日
本
初
の
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
が

選
定
さ
れ
る

近
江
八
幡
の
水
郷
【
重
要
文
化
財
的
景
観
】

（
近
江
八
幡
市
）

２
０
１
５
日
本
遺
産
認
定
制
度
創
設

２
０
１
５
日
本
遺
産
第
一
号
と
し
て
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観

－

祈
り

と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」
が
認
定
さ
れ
る

元
寇
（
蒙
古
襲
来
）

（
＊
は
お
よ
そ
の
年
代
）

（☆の写真は（公社）びわこビジターズビューロー）

１
９
１
２

１
９
２
６

２
０
１
９

１
９
８
９

近江大津宮錦織遺跡【国指定史跡】
（大津市）

延暦寺根本中堂【国宝】（大津市）
（1640年建立）☆※現在大改修中

四足門【重要文化的景観・菅浦の湖
岸集落景観の構成要素】（長浜市）☆

山法師強訴図屏風（江戸時代）
（滋賀県立琵琶湖文化館）

近江のケンケト祭・長刀振り【重要無
形民俗文化財】（守山市・甲賀市・東
近江市・竜王町）（※甲賀市瀧樹神社）

旧秀隣寺庭園【国指定名勝】（高島市）☆宝厳寺唐門【国宝】（長浜市） 安土城跡【特別史跡】（近江八幡市・�
東近江市）

旧長浜駅本屋【県指定有形文化財】
（長浜市）☆

豊郷小学校旧校舎群【国登録有形文化財】
（豊郷町）☆

滋賀県立琵琶湖文化館（大津市） 彦根城天守、附櫓及び多聞櫓【国宝】、
彦根城跡【特別史跡】（彦根市）

滋賀県管内地理訳図（1878年）
（滋賀県立図書館）

長浜曳山祭の曳山行事【重要無形民
俗文化財・ユネスコ無形文化遺産】
（長浜市）

八幡【重要伝統的建造物群保存地区
（商家町）】（近江八幡市）☆

大岩山遺跡銅鐸（左９号、右10号）
【重要文化財】（滋賀県立安土城考古博物館）

相谷熊原遺跡出土品【県指定有形文化財】
（滋賀県埋蔵文化財センター）

縄文文化

縄
文
土
器

竪
穴
建
物

土
偶

貝
塚

磨
製
石
器

弥生文化

弥
生
土
器

鉄
器

青
銅
器

高
床
倉
庫

古墳文化

古
墳

埴
輪

大
陸
文
化
の
伝
来

　
渡
来
人
・
漢
字
・

　
儒
教
・
須
恵
器

飛鳥文化

法
隆
寺

天平文化

古
事
記

日
本
書
紀

風
土
記

万
葉
集

国風文化

浄
土
信
仰

「
源
氏
物
語
」（
紫
式
部
）

「
枕
草
子
」（
清
少
納
言
）

平
等
院
鳳
凰
堂

古
今
和
歌
集

か
な
文
字
の
使
用

中
尊
寺
金
色
堂

室町文化
〈
北
山
文
化
〉

鹿
苑
寺
金
閣
（
足
利
義
満
）

能
の
大
成
（
世
阿
弥
）

〈
東
山
文
化
〉

水
墨
画
（
雪
舟
）

慈
照
寺
銀
閣
（
足
利
義
政
）

民
衆
文
化
が
お
こ
る

　
連
歌
・
お
伽
尊
子

地
方
に
京
都
の
文
化
が
伝

わ
る

南
蛮
文
化

桃山文化

茶
の
湯
の
大
成
（
千
利
休
）

障
壁
画

元禄文化

俳
諧
（
松
尾
芭
蕉
）

浄
瑠
璃
（
近
松
門
左
衛
門
）

小
説
（
井
原
西
鶴
）

浮
世
絵
（
菱
川
師
宣
）

歌
舞
伎

朱
子
学

禁
書（
洋
書
）を
ゆ
る
め
る

�

（
１
７
２
０
）

蘭
学
・
国
学

「
解
体
新
書
」（
杉
田
玄
白
）

「
古
事
記
伝
」（
本
居
宣
長
）

化政文化

日
本
地
図
（
伊
能
忠
敬
）

浮
世
絵
（
葛
飾
北
斎
、
歌
川
広
重
）

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」（
十
返
舎
一
九
）

川
柳
・
狂
歌

文明開化・明治維新

太
陽
暦
採
用

「
学
問
の
す
ゝ
め
」

�

（
福
沢
諭
吉
）

廃
仏
毀
釈
の
嵐

鹿
鳴
館

東
海
道
本
線
全
通

�

（
１
８
８
９
）

た
け
く
ら
べ
（
樋
口
一
葉
）

文
化
財
保
護
行
政
の
始
ま
り

※�

年
表
の
紫
色
の
字
は
、
文

化
財
保
護
行
政
に
関
係
す

る
出
来
事
で
す
。

打
製
石
器

鎌倉文化

新
し
い
仏
教

　
浄
土
宗
（
法
然
）

　
臨
済
宗
（
栄
西
）

　
浄
土
真
宗
（
親
鸞
）

　
曹
洞
宗
（
道
元
）

　
日
蓮
宗
（
日
蓮
）

　
時
宗
（
一
遍
）

東
大
寺
金
剛
力
士
像

�

（
運
慶
・
快
慶
）

「
新
古
今
和
歌
集
」

�

（
藤
原
定
家
）

「
方
丈
記
」（
鴨
長
明
）

「
平
家
物
語
」

「
徒
然
草
」（
兼
好
法
師
）

琵琶湖の湖底
にも遺跡!!

日本最大の
銅鐸は滋賀県で

出土

滋賀県は彫刻
の重要文化財
件数全国３位

日本初の全国規模の戸
籍・庚午年籍や日本最
初の律令法典・近江令
がつくられ、律令国家
の礎が築かれました

日本最古級
の土偶高さ
3.1cm！

天
台
宗
（
最
澄
）

真
言
宗
（
空
海
）

ケンケト踊りは
京で始まった風流
踊りの一つ

将軍のために
造営された、本格
派の武家庭園

世界遺産
登録を目指して
います!!

1876～1881年
まで、若狭と敦賀
は滋賀県でした

滋賀県は建造物の
重要文化財件数
全国３位

「甲賀流忍者」
の伝承の原点

現存する日本
最古の駅舎

滋賀県には豊かな
歴史文化の特徴を
示す、たくさんの
文化財があります


